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磐梯町デジタル変革に関するオンライン審議会記録 

（第５回審議会） 

会議日時 
令和 3 年４月 21 日（水）午後３時００分開会 

午後４時 03 分閉会 

場所 オンラインにより開催 

出席者数 委員定数 5 名中出席者 5 名 

出席委員 

椎名毅 桂 Jasmine 末利子 

中元淳二 前田諭志 

小山ひろみ  

欠席委員   

出席した者 

磐梯町 CDO 菅原直敏 地域活性化起業人 星久美子 

磐梯町 CDO補佐官 大久保光伸   

デジタル変革戦略室長 小野広暁   

書記 デジタル変革係長 長泰志   

付議事件 

（１）報告事項 

① 磐梯町デジタル変革戦略室の新体制について 

② 磐梯町デジタル変革戦略第２版の策定について 

③ 磐梯町役場デジタル活用推進員制度の推進について 

④ AI スピーカーPOC の進捗について 

⑤ 地域デジタル通貨の進捗について 

（２）協議事項 

①条例、規則、要綱及び事業等の再構築について 

（３）その他 

① 審議会の日程について 

次回（５月）審議会の開催について 

会議の概要 （別記のとおり） 
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【会議の概要】 

 それでは定刻となりましたので、第 5 回磐梯町デジタル変革審議会を開催させていただきます。ま

ず椎名会長よりご挨拶お願い致します。（小野） 

 こんにちは。お世話になります。今日は第 5 回磐梯町デジタル変革審議会ということで、忙しいと

ころ皆様型、お時間をいただきまして誠にありがとうございます。今日は本来であれば、オンサイ

トで皆様とお会いして、審議会が終わった後、有形無形のコミュニケーションをとりながら、議論

を深めていくという予定ではございましたが、東京周辺のまん延防止措置ということで、今回もオ

ンラインということになりましたが、まだまだコロナ大変ですけれども、ぜひ皆様から貴重なご意

見を賜れれば幸いでございます。では早速議事に入りたいと思います。まずご報告をお願い致しま

す。（椎名） 

 会長座長にて進めさせていただきますが、説明報告事項に入らせていただいてよろしいのでしょう

か。（小野） 

 はい、お願いします。（椎名） 

 はい。報告事項の①番といたしまして磐梯町デジタル変革戦略室の新体制について説明していただ

きます。資料画面に共有させていただきます。 

 こちらがですね、磐梯町デジタル変革戦略室の新体制でございます。03 年 3 月まで、令和 2 年度に

おきましては、政策課長が DX 室長を兼務していた。そこに一人だけ係長のおさがいて、実質上政策

課に間借りするような形で存在していたわけでございますが、この 4 月 1 日から体制がガラッと変

わりまして、画面の右側なんですけれども、CDO 補佐官が二人、今回参加してます大久保様、こち

らはセキュリティ全般のアドバイスしていただく方、あと今回参加してございませんが、同じく前

田様、こちらは UI・UX を含むデザイン全般のアドバイスいただける方ということで、お二人の補佐

官がまず着任してございます。 

現場の方でございますが、私 DX 戦略室長、専属で 1 名配備。その下にですね、地域プロジェクトマ

ネージャーの渡部という者が入ってまいります。この渡部というものがですね、私とタック組みま

して、全組織横断的に積極的に働きかけをしながら動いていくというような体制を取ってございま

す。 

その他、地域活性化起業人、プロジェクトマネージャー星さんという方がいらっしゃたわけでござ

いますが、その方につきましては昨年同様です。制度が変わりまして、地域活性化起業人という名

称に変わったというだけでございます。この方が様々なコーディネートをしていただけるというこ

とでございます。 

広報業務に関しましては、同じく地域活性化起業人の久慈さんという方、こちら星のリゾートから

ご協力いただいている人材でございますが、その方と穴澤奈月という職員が 1 名広報の方に入って

おります。この二人が実際的な広報活動等々を行っていくという体制になってございます。 

画面左側の方になります。係長の下の方には DX 戦略係の係員としまして金子というものがおりま
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す。こちらの方、情報業務全般を担当してまいります。 

他に地域おこし協力隊の五十嵐さん、蛯名さんにご協力いただきまして、実際現場の方では 6 名で

動いていくという形になります。実際、人が増えて実働がかなり、実効が高まったのかなというよ

うな感でございます。新体制につきましては以上でございます。（小野） 

 ありがとうございます。どうしましょうか。このまま続けて２ポツの報告についても同じく室長か

らご報告いただきましょうか。（椎名） 

 それでは②番の磐梯町デジタル変革戦略の第 2 版の策定についてでございますが、こちらは資料等

はございません。デジタル変革戦略の第 2 版でございますけれども、こちらにつきましては第１版

が現在ございますけれども、今年の 7 月 1 日を目途に第 2 版を作成していこうというようなことで

ございます。 

この作成にあたりましては、これまでの DX 戦略室の方でリーダーシップをとって行っていくという

よりも、現場に、役場内の組織の方にいるデジタル活用推進員からのボトムアップをどんどん取り

入れて、より実務に向いた計画として作り上げていこうというものでございます。こちらは 6 月中

に議会の全員協議会等でご説明をさせていただきまして、7 月 1 日に公開していくというような予定

でございます。内容につきましては以上でございます。（小野） 

 ここまでで、皆さん何かありますか。 

アイスブレイク程度に私からご要望程度に。このデジタル変革第 2 版について、今のスケジュール

感では 6 月に全員協議会をというお話だと思うんですけど、職員の皆様方のボトムアップで、まと

めていただいたものを全員協議会に出すまでの間の時間というところで、一回こちらの皆様方に共

有していただいて、何かコメントを求めるみたいな作業をしていただいたほうがいいこともあるの

かなと思いますけど、いかがですかね。（椎名） 

 こちらにつきましては、③の方とも関わってくるんですけれども、役場の組織の中のデジタル活用

推進員のキックオフミーティングを 5 月の頭に予定してございます。その中でデジタル活用推進員

が自分達はどんなことをしていくのかといことをまず意識を持ってもらって、そちらの方からどん

な調査・アンケート等を行って何ができるかということを積み上げてまいります。そちらにつきま

しては第 2 版を公開する場合、当然審議会の皆様にもご協議させていただきたいと思います。（小野） 

 ありがとうございます。皆様から何かご意見があったらぜひお願い致します。 

大丈夫そうですか。 

そうしたら、続いて３ポツお願いいたします。（椎名） 

 はい。③磐梯町役場デジタル活用推進制度の推進についてというものでございます。今資料をご共

有させていただきます。今出てきました資料がデジタル活用推進員、各課におおむね 1 名程度いる

ものでございますが、その方たちにこういったものが業務ですよとと説明のために作った資料であ

ります。ちょっとボリューム的にですね、上の半分っていうか、2/3 以上が PC 関係のトラブルの対

処みたいなことが書いてありますけれども、実際は、ふたつめの BPR への協力、三つ目の DX 戦略

改定の協力、これが業務のほとんどになってまいります。 

各施設における PC 関係のトラブル、今かなり DX 戦略室の方に来ておりまして、金子の持っている
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業務の半分以上をそちらの方で時間を取られておりますので、そちらの方を各課のデジタル活用推

進員にやっていただければ、だいぶこちらの方も時間ができてくるのかなって感じでございます。 

この PPR の件また DX 戦略第 2 版ですけれども、そちらの方の協力の件につきましては、5 月に入

りましたらすぐキックオフミーティングを行いまして、内容についてよくよく説明をして、意識を

持っていただいて協力をいただくということになります。 

ただし、いずれの推進員につきましても、各業務を持っていて、そして、この業務をやっていだだ

くということになります。どうしても一時的に業務が増加してしまうんですけれども、できるだけ

Teams とかを活用して、業務については省力で行なっていただくようなことを進めていきたいと思

います。とにかく、本人たちに他人ごとではなく自分ごとだと考えてもらえるように、できる限り

明るく面白く、業務を遂行してもらいたいなというふうに今思っています。私のほかにもこれにつ

いては、地域プロジェクトマネージャーの渡部さんにも入っていただくことにしてございます。以

上であります。（小野） 

 はい。ありがとうございます。 

ぜひ皆さん、何かあればどんどんごご発言いただければと思います。 

どうですかね、とりあえず４、５とまとめていただいて最後にご意見をいただいた方がいいと思い

ます。よろしくお願いします。（椎名） 

 ④番と⑤番については、今現在磐梯町で行われているものの進捗状況でございますが、まず、④番

は、NTT データさんのご協力で進めております Ai スピーカーの POC でございますが、第一フェー

ズが終わりまして、第 2 フェーズに移行し 4 月から始めるよということでございました。 

これにつきましては 4、5、6、3 ヶ月間で全フェーズを完了させる内容だったんですけれども、本日

NTT データさんと色々ミーティングを行いまして、こちらにつきましては 6 月までという非常にタ

イトなスケジュールではなくて、住民、高齢者の方々にどんなサービスを提供できるのかというこ

とを丁寧に議論をしたうえでサービスを構築して、そのうえで実証実験をやっていきましょうとい

うことになりました。スケジュールに関しましては 6 月末がマストということがなくなりまして、

今後NTTデータの方ともう一度どんなことが本当にできるんだってことを十分な協議を重ねたうえ

で実証実験を展開してまいります。 

町としましては大きなポイントとしては三つ。会話機能によります安否確認、もしくは必要な部署

等への通知。その安否がとれないとか、もしくは、健康状態が良くないよといった時には、必要な

部署に通知をするような機能。 

二つ目としましては、例えばカレンダー機能を利用して今日は何のゴミの日ですよ、今日はなんと

か体操の日ですよ、もしくは定時毎に YouTube なんかの体操教室みたいなところに誘導して定時で

体操してもらう。 

三番目としましては、困りごと、緊急時に対しては、そういった行政機関、もしくは、組織、福祉

医療機関等に連絡をとれる。 

この三つの機能を入れていただきたいということで、NTT データさんの方には要請してございます。 

続きまして⑤番、地域デジタル通貨の進捗についてでございます。こちら 7 月の 15 日発行に向けて

今準備を行なっております。現在商工会さん、あとは商工業者さんのどのような方が参加していた

だけるのかということで調整を行っているところでございます。また、システムに関しましても調
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整を行うという予定でございます。 

今までですと、ペーパーの地域振興券っていうものを発行していたわけですが、今回、デジタルも

併用されるということになりましたので、こちらの PR に関しまして、今までみたいにチラシを一本

出して終わり、もしくは、ホームページに載せておわりということではなくて、もう少し、PR、デ

ザイン関係につきましても DX の方で関わっていいものを作っていきたい、広報手段についても検討

をしていきたいということで、今進めているところでございます。⑤番まで、以上説明でございま

した。（小野） 

 菅原さん、何か補足とかありますか。もし、あれば。（椎名） 

 特にはないですけれども、今室長が申し上げたとおり戦略面の抽象的な部分のところと、AI スピー

カーみたいな具体のところを行ったり来たりして、具体と抽象いける段階になってまいりましたの

と、先ほど組織図もありましたけれども、ああいった形で本当に人員がかなり充実をしております。

職員の人数が正規が 70 人ちょっとで、諸々入れても 100 人ちょっとの実態においてですね、あれだ

けの人数を揃えるというのはなかなかないのかなと思います。さらに、先ほどちょっと説明から漏

れてしまいましたけれども、CDO のところから分岐する形で組織図の中にデジタル審議会のみなさ

ん、そして、もう一つのオンライン審議会のみなさんも位置づけさせていただいておりますので、

これからもかなり私どもの政策決定には影響をいただけるような形になると思います。 

あと、ちょっと余談なんですけれども、先日一般社団法人行政情報システム研究所というですね社

団でですね、公共 DX 未来会議 vo1 というイベントがあって、そこに台湾のデジタル大臣のオード

リータンさんが登壇をされたんですけれども、大久保さんのご紹介でうちの室長もですね参加者と

して参加したところですね、その質問がなんとオードリータンに読み上げられたというかたちです

ね、台湾の世界の有名人にですね、果敢にも質問をしていったというところが 1 点ございます。と

いうところで、デジタル戦略室もその瞬間かなり沸いたということでございますので、それをお伝

えしたかったことですね。 

もうひとつは、さきほどコメントのところにも共有させていただいたんですけど、4 月の 9 日に政府

の方もスマートシティガイドブックが更新をされまして、スマートシティガイドブックも様々なレ

イヤーのモデル事例を紹介してるんですけども、一番最初の初期段階の事例としてこの磐梯町の取

り組みがこのような形で紹介をされております。ちょっと古い形になってしますが、先ほど出た組

織図、さらにここに皆さんのデジタル審議会も入っておりますけれども、こういった形で磐梯町の

DX 推進体制だとか、人員の配置の体制の仕組みがひとつ参考になるという形で紹介されておりま

す。これ結構影響力がありますので、今後各自治体において私どもの取り組みというものが、横展

開されていく部分もあるのかなと思っております。以上です。（菅原） 

 ありがとうございます。皆様のご意見ご要望で今までのところで何かあればぜひよろしくお願いし

ます。あと、前田さんはどんなかんじでしょうか。まだ移動中ですかね。（椎名） 

 移動はしていますが、出ることはできそうです。（前田） 

 大丈夫ですか。ありがとうございます。 

皆さん、ぜひ何かご意見ご要望等これらについてもしあれば。Ai スピーカーの利用というか要件と
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うについても今話し合いをしましたけど、なにかご意見等ぜひあればいただきたいなってふうに思

います。 

この話ですと、会話安否確認通知、カレンダー機能の利用と緊急時に連絡をとれるようにの 3 点の

要求事項だったかなと思いますけど。 

もし、大丈夫であれば、次に行きたいと思います。 

今日の協議事項について、菅原さんからご説明と論点をクリアにしていただきまして、よろしくお

願いします。（椎名） 

 はい、それではですね。皆様にも事前に配布をさせていただきましたデータですけれども、本日の

テーマについて皆様にお願い致します。 

今共有させていただいておりますデジタル変革に関する審議会の条例、規則、要綱及び事業等の再

構築に関する現状、課題、展望及び論点についていうことなんですけれども、磐梯町ではご承知の

とおり DX を推進しているんですけど、その過程でですね、やっぱり条例規則要綱及び事業を根本的

に再構築をしていくという、そもそもデジタル化をする以前の課題というものがございまして、そ

れについても力を入れて進めております。そこで本日は、2 点ほどなんですけれども、条例規則の関

係と業務改革の関係につい現状の報告をさせていただいたうえで、皆様にいろいろご意見等々、ご

提案をいただけたらなあというふうに思っております。 

まず、1 点目なんですけれども、条例規則要綱等の整理とデジタル変革に合わせた改正についてとい

うことなんですけれども、現状なんですけど、磐梯町には７００を超える条例規則要綱等が存在し

ます。これは磐梯町で例規集という形で検索をしていだだきますと、その例規集の中にすべて公開

をされる形になっておりますので、確認ができます。 

その中で、デジタル変革を推進するうえで条例規則要綱等改廃あるいは改正等が必要になってくる

部分がございます。課題なんですけれども、デジタル変革に対応した条文等の精査ができていませ

んという、正確にいうと追い付いていませんというところが、正確なところでございます。でまた、

職員数が基本的に磐梯町は少ない、結局条例の数というのは自治体がちっちゃいから、大きいから

それほど数が違うかといいますと、横浜市さんは人口が 390 万人近くおりますけれども、じゃあ磐

梯町の人口の何百倍もあるから条例が何百倍もあるかというと、条例の数はそこまで大きく異なら

ないことを考えますと、この条例の数等々に占める職員数の数が少ないという部分ございます。そ

ういった中で、条例ってたくさんございますけど、基本的にはどの自治体もある同じような条例が

基本的には大半であるのですけれども、ただ一方で、磐梯町のようにあたらしいチャレンジをして

いくと、そのための新しい条例を作っていこうなんてことも重要になってまいます。例えば直近で

ございますと、昨年磐梯町議会の方でオンライン委員会等々を全国で初めて取り組んだ中で、やっ

ぱりそれに合わせて条例を変えていかなければなりませんよねという話になりました。そういった

中で、当然新しい取り組みなので、全国にも例がない条例を作って行かなければならない中では、

その時はですね、今会長を務めてくださっております椎名会長に有識者として議会の審議にも参加

をしていただいて、そういった中で乗り越えたんですけれども、やっぱり今後各種取り組みの中で、

こういった部分が出てくる中で、法的知見を持った職員が不足をしているということがございます。

あるいは条文の精査等という部分になりますと、例えば印鑑を廃止しますということだと、言うは

簡単なんですけど、そうなってきますと、じゃその根拠となる条文が意外と多くあったりしますの
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で、そういったところもちろん一個一個丁寧に削除していくとかですね、そういった作業をですね、

意外とちゃんとやっていかなければなりませんので、そうじゃないと条例と実務の実態がかけ離れ

てしまうので、こういったところもなかなか網羅的にできないみないなところがあったりしますの

で、やはり挑戦的なことをやればやるほどここら辺というのは、ちゃんとできる体制が必要かなと

いうふうに思っているところです。 

そういった中で、将来的な展望なんですけれども、私どもの理想としましてはですね、条例等がで

すねデジタルの変革で行政の実態に合うように改廃できる体制ができたらいいなあと。一番理想的

なのは、Ai みたいなものがあって、自動的に食べて提案してくれるみたいなものがあったらいいな

あなんて思ったりしてるんですけど、ちょっとそういう将来も踏まえてですね、こういったところ

をどうしていったらいいかなというところを、悩んでいるところでございます。 

論点としてはですね、条例等の見直しをどのようにして進めていったらいいのか、国からこう上か

らくるようなものってのは、そのとおりにやっていけばいいと、いわゆるマニュアル作業になりま

すので、そこはあまり悩まないのですけれども、そういったものを超える部分ですね。あるいは条

例等を普段から見直すことが重要なのではないかな。私もこの間、磐梯町の条例規則をガーと見て

るんですけど、意外とそのまま 10 年以上前から放置されているような規則がそのままあったりもす

るので、こういった規則っていうのをどうやって可視化をして見直していくのかいう部分であった

りとか。 

あとは町自ら、特にこれは磐梯町に限らずに他の小規模な自治体に共通する悩みだと思うんですけ

ども、町自らが自律的に条例等を策定していくみたいなことをするにはどうしていけばいいんだろ

うなみたいなところをひとつ、今論点としてご議論をいただけたらなあと思っております。 

続いてですけれども、BPR ですね。ビジネスプロセスリエンジニアリングということで、業務改革

等いついてなんですけれども、現状なんですけれども、昨年度上半期に全庁的な業務量調査を終え

ております。なので、全ての課においてかなり詳細な業務の把握は終わっております。そういった

中で、下半期より外部の人材というか、今プロボノ的にですね、BPR プロジェクトチームというの

を編成して、そういったところのご意見等をいただきながら、BPR を各課、今、教育課をまず最初

のとっかりとして始めている状況がございます。 

ただ、一方で課題としては、BPR を進める方向性もそうなんですけれども、人員を確保していく、

今回も当然担当を置いてあるですけれども、やはり限られた人員の中では、例えばさらに外部の利

用者を使っていくのか、あるいは、他のやり方があるのかとかですね、様々なＢＰＲの方法という

のをどうしたらいいのかって悩んでおります。で、町長がこの特にＢＰＲというのは一丁目一番地

であるということを常に訴えておりまして、非常に地味なところですが、磐梯町としてはここがで

きずしてですね、情報インフラの構築、システム化とかですね、その他っていうのは、本質にはで

きないというふうに考えているので、これを今年度中かなり早い段階で全部やりきっていきたいっ

てふうに考えておりますので、この辺についていろいろとご知見をいただけたらと思います。 

展望としてはですね、ＢＰＲに終わりがございませんで、ずっと続ける宿命なんですけれども、一

定の成果を得て、職員本位の業務体制が整ったうえで、町民本位の役場になっていく。町民とのイ

ンターフェイスのところも当然ＢＰＲをしていきますので、そういったＵＩ、ＵＸのいい役場にし

ていきたいなというふうに思っております。そういった中で、皆さんもいろいろな様々な組織にい

らっしゃったことがあると思うんですが、ＢＰＲの進め方であれ、どこまでやるんだろうか、どこ
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まで深くやるんだろうかみたいなところをですね、ご議論いただけたらと思います。以上です。（菅

原） 

 はい、ありがとうございます。そしたらぜひ皆様方から随時ご意見をいただけたらと思いますけど、

条例の見直しの話ってなると、中本先生からご意見を頂くのがいいかなあと思うんですがいかがで

すかね。（椎名） 

 そうですね、現状として一つお伺いしたいのが、条例とかっていうのは、磐梯町の方で例えば、い

ろいろ決めたりするときにいろいろ案出しされると思うんですけど、そういったものはどなたが一

番やられているんでしょうか。町役場の方でいそういったのって詳しい方がいらっしゃるじゃない

かと思ったんですけど。ここんところはどうなんでしょうか。（中元） 

 はい、小野です。ご回答させていただきます。条例規則要綱等々につきましては、菅原さんが仰っ

ていただいたように、だいたい上から準則が降ってくる、こういう風に直しなさいよ、法改正がこ

うなったから、こういうふうにおたくの条例も直してくださいという、準則といういわゆるマニュ

アルっていうかそれが降ってきます。それによって直していくのがだいたい常です。ですが、私今

年の 3 月まで総務課にいて、この担当でした。条例関係の担当でやっておりました。一番自治体で

弱いのは、特に小規模自治体になればなるほどなんですけども、菅原さんが危惧されているように、

独自に条例を作っていく力がないということです。というのは、もちろん人もいないし、そういっ

た専門的知見を持っている人間もいないということが原因になります。で、私が担当してやってい

たのは、全国の条例のデータベースというのが、実は鹿児島大学にありまして、ちょっとリアルタ

イムで更新されているわけではないですが、数か月に 1 回ずつ更新されているものを検索していっ

て、それに近いものを引きずり出してきて、それを我々が実際作ろうとしている条例風につくりか

えていく、アレンジ的なことをやっていたのが実態です。まるまるゼロからイチを生み出すという

作業というのは、今の磐梯町役場ではなかなか難しい状況なのかなと、もしくは小規模自治体では

厳しいのかなというのが、実態です。それをサポートするのが、いわゆるぎょうせいとか第一法規

のようなお役所向けのホームサービスをやっている会社、もしくは、全国町村会でもそういったホ

ーム相談サービスをやってまして、そちらの力を借りてやっているというのが実態です。まさしく

人がいない、そういった知識を持ってる人がいない、これが小さい自治体の現状であると思います。

以上です。（小野） 

 どうもありがとうございます。お話を聞いていて、デジタル変革に合わせて条例とか合わせるとな

ると、結構一から全部根本的に見直す人材っていうのはこれから必要になってくるのかなあと、中

央庁省だと結構スペシャリストみたいな方がたくさんいらっしゃるんで、そういった方が実際いろ

いろと DX をやるとなると、あたりというか、どこがようは条例を改正しなきゃならないのか、いろ

いろとみんなで議論しながら調整していくってプロセスになるのかなと思ってるですけども、最初

に考えていかなきゃならないのが、人材ですよね。条例と町の施策に合わせて色々作っていくんだ

と思んですが、そういうことも見える人間とそこに合わせて DX のところですね、デジタルのところ

をちゃんと見える、両方向の、二つの視点を持った人間を育成していかなければならないと長期的

な視点としては必要なのかなというふうに考えています。 

すぐにそういう人材って難しい、お話聞いていて作るのが難しいですが、やれるとこからやるって
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かんじになるんですかねって感じていてですね、最初簡単でもいいので、町としてシステムを変え

ていくにあたって、どういったところの条例のあたりがあるのかっていうのをちょっとずつでもい

いので、調べつつ、職員の方っていろいろ部署で業務を持たれたりすると思うので、部署ごとにで

すね。業務のスペシャリストみたいな方がいらっしゃると思うので、そういった方にどんどん町の

政策に関してにあたりがある条例っていうのを考えてもらって、議論していくといった仕組みをつ

くっていくのかなと思っています。ちょっとざっくりとしたお話だったんですけど、私の意見とし

ては以上になります。（中元） 

 はい、ありがとうございます。そうですよね。なかなか難しいですよね。 

はい、ありがとうございます。ジャスミンさんお願いします。（椎名） 

 はい、ありがとうございます。先週ちょっとヤフーニュースで見かけて面白そうだなぁと思ったき

記事なんですけど、可視化法学ってプロジェクトをされているいる方がいるという記事で、椎名さ

ん、中元さんはご存じかもしれないですけど、要するに何かをパンプアップしていく際に、構造が

複雑になるとエラー起きやすくなるよねって、これプログラミング的には基本的な考え方なんであ

るんですけど、法律自体が参照しているものが複雑になりすぎるとエラーの温床になる。それをビ

ジュアライズしようってプロジェクトがあって、ビジュアライズの可視化と法学で検索するとすぐ

出てくるんですけど、で、これやり方っていうのが法律間の参照を抜き出してお絵描きしているだ

けなんですけど、こういう概念を気にしながら進めていくと絡まりやすいところを優先であげてい

こうとか、戦略が立てやすくなるかなと思いました。以上です。（桂） 

 はい、ありがとうございます。大久保さんとか何かありますか。（椎名） 

 はい、ありがとうございます。4 月からＣＤＯ補佐官に着任したので、私も中から推進していく立場

になった訳なんですけれども、条文ですとか、ＢＰＲのところ、密接に絡み合っている必要がある

と思ってまして、例えばＢＰＲを推進していくときに、タスクが何を改善していけばいいのかって、

同じ目的がないと皆さん何から着手したらいいかわからないと思うんですよね。今、ジャスミンさ

んも仰られてたんですけど、例えば情報の見直ししましょうみたいな。これはクラウドで使ってい

いです。これは外に出しちゃいけないですみたいな。あとは、ペーパーレスも必ず入ってくるので、

そうするとシステム的にＷｅｂフォーム申請にしましょうかとか。電子稟議にしましょうかみたい

な具体的な話が出てきて、おそらくそのあたりを整理していくと、既存のセキュリティポリシーと

か、条項だとかが、一部抵触するなっていうことがわかるようになってくると思うんですよ。 

ので、ＢＰＲのタスクを具体化して、今ある管理原則なりですね、セキュリティポリシーのとこの

抵触するところ洗い出して、それを中心に改修していくっていうのが、一番現実的かなと考えてい

るところです。 

この先例えば、Teams 導入決まってます。office365 が入りますってなると、power auto mate って

いう RPA ツールとかも無償で使えるようになるのが見えているので、何かツールの導入とかを検討

するってのは先送りにしてですね、まず、たぶん本来業務と付随業務の割合で考えると、おそらく

本来業務って自治体も中央省庁も含めてですね 2 割ぐらいしかできていないじゃないかなと。ので、

8 割の付随業務をいかに減らすかというような観点で進めていったらいいかなというふうに感じて

います。はい、私からは以上になります。（大久保） 
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 はい、ありがとうございます。前田さんって今しゃべれますか。大丈夫ですか。とりあえず、じゃ

あ、後にお願いします。あの、小山さんお願いします。（椎名） 

 何から手を付けるかということですけど、例えば普段の業務の優先順位、あとは困ってるところの

量の可視化っていうのはされてらっしゃると思うので、例えば新しい取り組み、先ほど NTT データ

さんの話もあったと思うんですが、なにか新しいことをしている時って、凝縮して業務をわかりや

すくしていることが多いので、そこから見えてくる課題を洗い出して、新しい方のプロジェクトに

試してみるといいますか、本来 BPR の業務の中で解決することと、あと外出して具体で動いている

プロジェクトの方で何かコマーシャルのようなことが同時にできないかなというふうに思いまし

た。 

ちょっとデジタルとはちょっと違うかもしれないですが、具体のプロジェクトで可視化されてくる

ことっていうのは、長期のビジョンの時にどの辺に繋げてくるかっていうことが見えやすくなるこ

とが多いので、建築と少し作り方が違うかもしれないですが、そういうことを思いました。 

あと、ジャスミンさんが仰っておられた、割とシンプルにしないと結構いろんなことが複雑に絡み

合うよって話だったと思うんですが、例えば複雑な部分がどのあたりにあるのかっていうのが、私

の方がわかっていないので、逆に何がシンプルで何が複雑なのかていういうことの可視化を庁内で

されると、皆さんが整理しやすくなるのかなと思いました。私からは以上です。（小山） 

 はい、ありがとうございます。前田さんから今話せるようになりましたって全員チャットが入って

いるので、お願いします。（椎名） 

 すみませんでした。ちょっと観想的な話になってしまうのですが、ひとつはジャスミンさんが言わ

れていたようなお仕事の法律とか条例の依存関係みたいなものを分析するプロジェクトを見たこと

があるですが、ものによっては相互にすごく絡み合っていてすごく難しいものであったり、一方向

しか依存していない関係のもとか分野によってはあるみたいなので、もし研究的時間が許せるので

あれば、そういったことは他の自治体にとっても意味のあることなのかなというのが、ひとつあり

ました。あともうひとつは、ＢＰＲの部分なんですが、ＩＴ的な考え方ではあるんですが、業務を

今、本当にいろんなクラウドサービス、saas と呼ばれるクラウドサービスが出てますので、そうい

ったもので、どのくらいの領域を置き換えられそうかという、そういったものをひとつひとつピッ

クアップして検討していくといいますか、どういった業務にどういったものが使えそうみたいなも

のを比較したものとかもあれば、他の自治体にとってはすごく参考になるものになるんじゃないか

なと思いました。以上です。（前田） 

 はい、ありがとうございます。私からも何となくまとめながらお話をさせていただきたいなと思い

ますが、条例の件は、先ほど中元先生が仰ってた、国とかだと検討チームみたいなのができるんで

すよね。そこにたぶん、弁護士が大手の法律事務所から出向で何十人とごそっときてもらって、そ

ういった方々に関係条文を洗ってもらって、役所の皆様方と協力しながら改正条文の対象を特定し

て、実際にどう改正していくかみたいな話をしていくんですよね。それこそだから民法みたいに影

響力の凄まじくばかでかい法律とかだと、民法改正も 10 年プロジェクトだったし、おそらく関わっ

た弁護士も１００人規模くらいだし、国会に提出された法案レベルで言うと、本文と関連条文の改
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正法で 2 分冊でおそらく 10 センチくらいの厚みのものがおそらく国会に提出されていると思うの

で、そういう意味で言うと、古くて、新しくて、難しい作業って感じはしていて、まあ大変だなっ

て感じですけど、個人の弁護士とかでも、入れ子になっている参照関係をきれいにできたらいいよ

なって 1 年に何回か思うんですよね、IT 系のスキルを持っている弁護士とかもトライしたことはあ

る人は何人かいると思うんですけど、膨大すぎてやめちゃう。そんな感じかなって思っています。 

なので、古くて、新しくて、難しい作業かなと思いますので、完璧をまず目指さないってことを決

めることがまずスタートのような気がしますね。例えば印鑑云々でも、住民サービス対面の部分と、

庁内の部分でたぶん別けられると思うですけど、庁内の部分は漏れがあっても、たぶん影響力がな

いんですよ。庁内の手続きは印鑑必要って書いてあるけど、印鑑を押してなかったということがあ

っても、あんまり変なことは言えないですけど、社会に迷惑をかけないじゃないですか。庁内の話

として条例上印鑑を押すと書いてあって印鑑押してなくても。だから、完璧を目指さないでできる

ことからやるっていう形にならざるを得ないかなって気がしますけど。 

今までご担当は総務課ベースだったんだと思うんですよね。総務課と各業務課でそれぞれやるって

いう感じなのかなと先ほどの室長の話を聞いていて思いましたけど、要は県から降りてくるこれと

これとこれで法改正があったからこういうところのこれを改正しましょうねっていうところを、い

けるってところはニュースアラートであったり、法改正アラートを割と Ai とかでたぶん作れると思

うんですよ。おそらくそれは先行してできることなんですけど、独自条例をつくるってことは全然

違うことなので、ここはもうトライ＆エラーでやっていくしかないように思います。 

あとは菅原さんにご提案なんですけど、例えば月間地方自治とかみたいな雑誌ってあるじゃないで

すか。ああいう雑誌で先行事例を投稿しあって、各自治体でこんなのもある、こんなのもあるみた

いなのが参考にしあえる状況ができるといいんだと思うですよね。マクロでひいてみると、そうい

う状況ができるといいと思うんですよ。まずは作ってみて、こんな感じで作ってみましたという自

治体が増えると、雑誌にいろんな自治体が投稿してもらうようになるので、相互に競い合う状況を

作っていけばいい。菅原さんは、たくさんの自治体に関わっていらっしゃるので、そういった感じ

でやりませんかってどんどん働きかけていただくっていうのがいいだと思うですね。たとえば鹿児

島のどこどこの町だったら、ここが課題だからこういう条例をつくりましたとか、磐梯町だったら

こうです。どこったらこうですっていうのが、だんだんだん出てくると。参考にしやすいものが公

刊物に載るってことが結構大事だと思うです。というのを聞いていて思いました。 

なので、ありものの人でとりあえず独自条例は頑張って作ってみるというところからスタートじゃ

ないですか。という気がしました。 

ＢＰＲは皆様方がいろいろご専門なので、僕が何か言うところでもあんまりないのかなと思います

ね。要はいままでやっていた決済フローを全部デジタルに置き換えるみたいなことはしても意味は

ないので、係員、係長、局長、町長印みたいのを全部押して初めて決済できるみたいなプロセスを

どっかすっ飛ばすとか、どっか効率化するとか、何課と何課が所管課なので、それそれの課長のハ

ンコがないといけないとかをうまく合理化できるようにするとかみたいな、BPR のプロセスの中で

業務効率を話し合って不断の努力をしていくしかないんじゃないかなって思って聞いていました。

そういう意味で言うと、さきほど期限をきっていたのを一旦リリースするというのは、正しいやり

方のような気がしていて、できることから随時やっていくというのがいいのかなと思って聞いてお

りました。僕も感想みたいなところで、恐縮ですけど、よろしくお願いします。 
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なんか僕一人で喋ってしまいましたけど、なんかいろいろなご意見とかぜひあれば、ぜひお願いし

ます。 

はい、小山さんからお先にお願いします。（椎名） 

 ありがとうございます。すこし切り口が違うかもしれないんですが、デジタル化が進んで一番最初

に合わせないとって動いた行政って、数年前のインバウンドの時に民泊が流行ってチェックインが

デジタルになったりですとか、いままでは宿所で受付を作らないといけないけれども、それが iPad

に変わっても OK なのかどうかっていうのは、かなり行政側がいろいろと議論を進めていたんです

ね。それで実際に条例が変わったりもしているので、観光業界はそいった条例の改定があった。デ

ジタルにおいてはあったので、何か参考になることがあるかなって意味で思いました。すいません。

ジャスミンさん、ありがとうございます。（小山） 

 ジャスミンさん、お願いします。（椎名） 

 条例の方も BPR の方も、人材の確保っていうのが、一番ボトルネックになることなのかなっていう

のがあって、今五十嵐さん達の方で多拠点のプロジェクトをされているんですよね。あそこと絡め

てだったり、今の人口だけじゃなくて、関係人口をもうちょっと増えるといいのかなと思って、例

えば、里帰り出産からこのまんま産休で里帰りされる方、女性の方だったり、男性でもいいんです

けど、積極的にそういう人材に対してアプローチできるとちょっといいのかなと思いましたね。磐

梯町に限らず近年、福島エリア全般、会津大学に通っていた OB、OG だったりとか、こういったと

ころもちょっとアプローチ対象としては良いと思いましたんで。以上です。（桂） 

 はい、ありがとうございます。本当に皆さん、仰ってますけど人材は、本当に大変だと思います。

この間自治体連携みたいな話をした気がしますけど、人材を雇う自治体連携みたいのがあってもい

い気がしますけどね。いろんな自治体からお金を出してもらって、ＩＴ職員とか、法務職員とか専

門職みたいなのを、共同で雇うみたいなことができたら、結構いいじゃないかなって。たぶん、お

そらくこの自治体だけで雇うとコストパフォーマンスが合わないですし、まったくフィジブルじゃ

ないので。なので、いろんな自治体で合わせてやれるといいのかなというふうに思います。 

はい、ありがとうございます。大久保さんよろしくお願いします。（椎名） 

 すいません。今ちょっと人材の話ができたので、タイムリーにですねあの総務省さんが地域情報化

アドバイザリー派遣制度っていうのを少し前に作られて、結構エンジニアの方々が登録されてるん

ですね。その費用を全て総務省さんが負担をすると。ただ、上限があってですね、派遣申請につき、

最大３日とか、オンラインの時は 10 日みたいな。複数のそういった専門性の高い方を派遣いただく

ということができるようになったんで、今までは固定の人、この人ベースになっていたんですけど、

例えば、BPR に詳しい人とか、もう少しリーガル寄りの方とかいう方ももしかしたらいらっしゃる

かもしれないので、そういった制度、今ちょうど受付始まっているところですので、試行されてみ

てもいいかなというふうに感じました。はい、私からは以上です。（大久保） 

 国がお金持ってくるのはやっぱりいいですよね。一番いいですよ。それが本当にいいのかどうかみ

たいな議論はあるですが、自治体にとってはそれが一番ってありますね。菅原さん、今までの議論

を聞いていて、ご意見とか、ぜひあれば。（椎名） 
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 はい、今日もこんなに色々あるんだなあと思って私もお伺いしていました。先ほどの戦略もそうで

すけど、できるところからやっていくというところと、完璧にしないというところは、まさにその

とおりだなと思っていて、おりしはもちろん作るんですけど、基本アジャイルっていうのが、うち

のコンセプトなので、まず手を付けて進めて、当然、ビジョンを描いたうえでのアジャイルなんで

すけど、それはやっていくので、そういう形がいいなというのと。まずは人材も先ほど法律であれ

ば、例えば本当に椎名会長みたいな方がですね、会津圏でシェアリングできる仕組みができたらい

いなあって、まさにあとは費用の問題だけなので、そういう意味では、そういう方たちを、もちろ

ん国から指定されたアドバイザーの方も来てくれるというのも、確かにすごく有用なんですけども、

かなり要件定義が自治体の方にできないと、意外とミスマッチが起こったりする一方で、皆さんよ

うに関わってくださってる方々は、もうどういうスキルセットを持っていていうのはわかるので、

そうすると自信をもって近所の自治体にもこの人いいから一緒にやろうよって言えるので、なんか

そういうのは、会津福島県の方にもうちょっとプッシュできたらなっていうのがお伺いをしていて、

思いました。 

あとすごく面白いなあと思ったのが、可視化法学っていうのは、まさにこれ、法律って英語で行動

って書くブームにまさにこれマッチするなぁと思っていて、早速調べてみたら柴尾先生という方が

これを進めていて、ちょうど私発見したんで、メッセージ送っちゃたんですけど、先生に今度来て

もらってあれ面白いですね。プログラムできるエンジニアって、プログラムみてじゃないですけど、

磐梯町で一回可視化して繋げてみたらこれはこれでなかなか面白いじゃんないかなと思って、ちょ

っとテンション上がってしましました。 

で、後の BPR のところもそうなんですけど、私どもが基本心がけているのは基本シンプルですね。

基本は廃止していくのが一番ベストだと思っています。なくすっていう。なくしていくと結局本当

に必要なものしか見えなくなるので、その中でどうするべきなのかというところが、今はちょっと

複雑性の可視化をしていく作業をして、どうやってそぎ落とすかという作業だと思うので、そこを

大胆にやった後にですね、そういうものをできたらなあというふうに思っています。はい、なので

いろいろやりたいことができてしまって複雑になってきたないう気がしますけれども、がんばりま

す。（菅原） 

 今のお話を聞いてコメント、ご意見感想をぜひお願いします。 

前田さんよろしくお願いします。（椎名） 

 まさになんですけど、福島県のデジタル地域おこし協力隊に採用された五十嵐君という会津大の OB

がちょっと一時期そういった研究をしていたような気がします。ちょっと彼とかにも話をきいてい

みるのがいいかなと思いました。（前田） 

 ぜひなんかその、お知り合いなら例えば堅苦しい感じでこの審議会に来てもらうのがあれであるな

らば、審議会の外委員会、そのオフィシャルで録画して放送する奴じゃないやつで、要は雑談ベー

スでこのズームミーティングに来てもらえるようにアレンジできるといいじゃないかと思います。

（椎名） 

 まさに仰るとおりで、もし皆さんの中で今後こういう人を呼んで話してもらったら面白いよなとい
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う方があったら、遠慮なくうちの事務局の方に言っていただければ、当然、報償もお支払いして、

ここに有識者として参加していただくという仕組みもありますので、そういうのもどんどんどんど

んやっていただけたらなあというふうには思います。たぶん皆さんいろんなネットワークを持って

いらっしゃっていて、この間の審議でこういう人、ちょっと話してもらったら、面白いじゃないか

なっていうのも合ったりすると思いますので、遠慮なくいただけたらと思います。（菅原） 

 なんか色々な貴重な話もありましたけど、もしあれであればそろそろまとめますけれども、最後に

皆さん一言ずつぜひご感想ていうか、今日の議論を受けてまとめのご意見等をいただければ。中元

先生からぜひお願いします。（椎名） 

 今日はなかなか刺激的っていうか、今思ったのがですね、やはり磐梯町に限ってのお話というか条

例の話とか、ＢＰＲだったかと思うんですが、他の自治体も同じような問題を抱えているのかなと

いうふうには思ってまして、ぜひ磐梯町の方でですね、他の自治体と情報交換というか、そこのと

こをやっていきながら、他の町と条例の見直しであれば、もしかしたらこういうところいいアイデ

アがあるかもしれないので、そういうところを良く調べておいてですね、どんどんいいところは磐

梯町にも適用していくってことで進めていくのは必要になってくるのかなと思いました。以上です。

（中元） 

 ありがとうございます。大久保さんすいません。よろしくお願いします。（椎名） 

 今日ですね、報告事項の中に個別施策Ａｉスピーカーとか、地域のデジタル通貨とかも含まれたと

思うんですけども、7 月に予定している磐梯町のデジタル変革戦略第 2 版に向けて今個別施策がです

ね、ばらばらに動いているように見受けられてしまうところがあるので、例えばマイナンバーを含

めて地域の活性化に繋がるような、そういうイメージを作ってですね、町民の皆様と共有できると

いいかなというふうに感じました。ので、その２版出来上がる前にですね、6 月の上旬なり、皆様に

コメント、アドバイス等いただけると幸いだと思っています。引き続き、よろしくお願いいたしま

す。（大久保） 

 はい、ありがとうございます。そしたら次、小山さん、お願いします。（椎名） 

 今の大久保さんの話を受けてになるんですが、長期のプロジェクト、時間軸の長いもの、短いもの、

あと具体でまわすもの、町民の方、庁内の方でいうと、大きなコンセプトであったり、大きなビジ

ョンでみんながわかる、どこに向かっていくかっていうことのラベルが一枚かかれば、より具体で

自分のことになりやすいのかなとというふうに思いました。私からは以上です。（小山） 

 はい、ありがとうございます。ジャスミンさん、よろしくお願いします。（桂） 

 これも最近ニュースで見たやつなんですけど、日本のメディアの年齢、週刊誌の年齢って、だいた

い 49 歳ぐらいらしんですよね。なので、何となくしっくり来て、みんなが気に入る仕組みを作ろう

とすると、49 歳に最適化された仕組みが自然と出来上がってしまうコードを孕んでいる社会が日本

って国だということだと思うんですよ。 

で、今回長期的な施策が必要ってことと、全体をどうもってくるかという二つ大きいテーマとして

あったと思うんですけど、その時にかなり、若い人材の方に協力してもらう体制を作れるようにな



- 15 - 

 

ると、長持ちする施策、未来に繋がる施策になるのかなと思いました。以上です。（桂） 

 ありがとうございます。前田さんよろしくお願いします。（椎名） 

 私も皆さんと同じ、短期の施策と中長期の施策ということで、短期的には菅原さん仰ってたとおり、

できることからやるとか、完璧目指さないとか、あとは究極的にどんどん減らしていく、不要なも

のを減らしていく方向でいいのかな。 

一方で、中長期的には、少し研究的な要素も含まれると思いますが、他の自治体も同じで課題を抱

えているので、そこにいかに役に立てるか、すこしでも先に進んでいる磐梯町の成果を他の自治体

でも使っていただけるような形でできることがあればと思います。（前田） 

 はい、ありがとうございます。われわれもぜひきちんと協力していければいいなと思います。若い

人を招き入れるということが一番大事な気が私もしました。 

お時間もそろそろ来ましたので、ここで一旦とりまとめをしてですね、室長にお返ししたいかなと

思います。よろしくお願いします。（椎名） 

 はい、ありがとうございました。その他でございますが、次回 5 月の審議会の開催についてでござ

いますが、こちらにつきましては日程調整の方は別途やらさせていただくという形でもよろしいで

しょうか。（小野） 

 はい。大丈夫です。定例は第三水曜日、木曜日って話だったと思います。それを軸に微調整をいた

だければ、ひとつよろしくお願いします。（椎名） 

 それでは、再度通知をさせていただきますので、よろしくお願いいたします。他に皆様から何もな

ければ、何かございますでしょうか。大丈夫ですか。それでは、以上をもちまして、第 5 回磐梯町

デジタル変革審議会を閉会させていただきますが、委員の皆様につきましては、今しばらくこちら

の部屋でお待ちいただきますようにお願いいたします。以上で閉会させていただきます。ありがと

うございました。 

以上で審議会を終了し、閉会する。 
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